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サービス名 内 容 利用できる方 申込・問合せ先

介
護
保
険
関
連
サ
ー
ビ
ス

住宅改修費の補
助

高齢者の心身の状況に応じて住宅の一
部を改修する場合に補助します。お住
まいのトイレ、階段、浴室の手すり、
段差解消などの改修のうち、自立の方
に10万円、要介護者などで必要と認
められる方に30万円（重度の方50
万円）を限度として、その10分の9
を補助します。
新築時での手すり、段差解消機および
階段昇降機の取り付けも対象となりま
す。

65歳以上の方
総合窓口
介護保険グループ

居宅介護支援券
の給付

紙オムツの購入、理・美容サービスな
どの利用ができる居宅介護支援券を支
給します。1割の個人負担があります。

要介護・要支援の
状態の方で介護保
険施設、医療機関
などに3ヶ月以上
入所、入院してい
ない方

介護保険グループ

そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス

ふれあいサービ
ス

市内在住者で、日常生活を営むのに支
障のある方が会員となり、協力会員か
ら家事援助、介護サービス、移送サー
ビスが受けられます。

日常生活を営むの
に支障がある方

社会福祉協議会

リバースモゲー
ジ（いきいき資
金）融資

土地・建物を担保にして、在宅生活に
必要な資金（いきいき資金）の融資を
協力金融機関にあっせんするととも
に、融資に伴って生じる利子相当額を
市が無利子でお貸しします。

市内に土地・建物
（一戸建て）を持ち、
そこにお住まいの
高齢者

保健福祉グループ
シルバー優待証
明カード

南極観測船ふじ、名古屋海洋博物館な
どを無料で見学できるカードを交付し
ています。また、名古屋港水族館は
1,000円（半額）となります。

65歳以上の方

徘徊高齢者探知
支援サービス

徘徊探知機を貸与することで、ご家族
の方が徘徊高齢者の方の居場所を早期
に把握できるようにします。
機器貸与費用 年間 600円
（位置を探知した際は、別途料金が必
要）

徘徊のみられる認
知症の高齢者を介
護している家族な
ど

サービス名 内 容 利用できる方 申込・問合せ先

生
き
が
い
活
動

ふれあい福祉
農園

生きがいと健康増進の機会をつくり、
保育園児とのふれあいを高め、また世
代間交流の場として畑で野菜などの作
物を作り収穫後園児と会食します。 おおむね60歳以

上の方

保健福祉グループ

シルバー人材
センター

おおむね60歳以上の方に技能や経験
を活かしながら働くことを通して、生
きがいのある生活を送っていただきま
す。

シルバー人材
センター

ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
・
高
齢
者
世
帯
向
け
サ
ー
ビ
ス

独居高齢者など
の見守り

定期的に訪問し、安否の確認をおこな
います。見守り推進員は、シルバー人
材センター会員のボランティアがおこ
ないます。

見守りが必要な方 保健福祉グループ

配食サービス

選択メニュー方式（16種類）により、
毎日夕食を届けます。個人負担は、1
食あたり300円と安否確認のための
配食サービスとして1食あたり400
円の2種類があります。

身体的に調理が困
難な方など

社会福祉協議会
保健福祉グループ

軽度生活援助

散歩、買い物、寝具類の日干し、身の
回りの整理整とんなどの日常生活を支
援します。1回あたり1時間相当で月
10回まで。
個人負担1回あたり200円

要介護などの状態
ではない方

総合窓口
保健福祉グループ

生活管理指導
短期宿泊

ケアハウス高浜安立で１週間程度生活
習慣などの指導をおこないます。
個人負担1泊200円（食事代別）

生活管理指導が必
要な方

保健福祉グループ
日常生活用具の
給付・貸与

電磁調理器・火災報知機・自動消火
器・福祉電話を給付またはお貸ししま
す。所得に応じて個人負担があります。

各用具が必要な方

緊急通報装置の
設置

ひとり暮らし高齢者などの緊急事態に
おける安全を確保するため、日常生活
に不安がある方に緊急通報装置を貸与
します。

疾病など身体上の
理由により、日常
生活に支障がある
方

家具転倒防止
器具取付け

地震時に家具の転倒による事故防止を
図ります。年1回で2時間以内
材料費は個人負担

取付けを希望する
方

保健福祉グループ
生活安全グループ

ふれあい福祉農園
保育園児との収穫作業シルバー人材センター居宅介護支援券ふれあいサービス「家事援助」

 


